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と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
す
。

周
り
の
方
で
い
ま
せ
ん
か
？
「
地
獄

言
葉
」
の
癖
が
つ
い
て
い
る
人
。
よ
く

言
わ
れ
る
『
言
葉
は
言
霊
』、
自
分
の
発

す
る
言
葉
を
一
番
聞
い
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
「
自
分
本
人
」
で
す
。
聞
い
た

通
り
に
影
響
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

使
う
言
葉
の
習
慣
は
本
当
に
大
事
で
す
。

大
袈
裟
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
使
う
言
葉
の
通
り
の
こ
と
が
起
き

て
、
そ
の
通
り
の
人
生
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

一
人
さ
ん
の
書
籍
に
出
会
っ
た
あ
と
、

和
田
裕
美
さ
ん
の
書
籍
と
の
大
き
な
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。（
和
田
裕
美
さ
ん

は
か
つ
て
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
が
英
語
教
材

を
販
売
し
て
い
た
頃
、
世
界
№
２
に
な

っ
た
経
歴
の
持
ち
主
で
、
現
在
は(

株)

ペ
リ
エ
代
表
取
締
役
。
営
業
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
の
た
め
の
研
修
・
講
演
を
国
内
外

で
展
開
中
）
内
向
的
で
優
柔
不
断
、
人

づ
き
あ
い
も
と
て
も
苦
手
だ
っ
た
彼
女

が
飛
び
込
み
営
業
の
世
界
に
入
り
、
ど

の
よ
う
に
し
て
変
わ
っ
た
の
か
？

「
天
国
言
葉
」
と
は
、
毎
日
繰
り
返
し

意
識
し
て
使
う
、
口
に
す
る
こ
と
で
、

自
分
に
と
っ
て
も
、
ま
わ
り
の
人
に
と

っ
て
も
幸
せ
の
連
鎖
が
起
き
る
と
い
う

素
敵
な
言
葉
。「
１
日

回
、
１
０
０
日

10

間
言
お
う
」
と
い
う
修
行
を
続
け
る
と

日
常
生
活
に
不
思
議
な
奇
跡
が
起
こ
り

始
め
る
と
い
い
ま
す
。

逆
に
、
「
地
獄
言
葉
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
は
、
「
疲
れ
た
、
嫌
に
な
っ

た
、
つ
い
て
な
い
、
許
せ
な
い
」
な
ど

と
い
う
グ
チ
・
泣
き
言
や
悪
口
・
文
句
、

不
平
・
不
満
、
恐
れ
、
心
配
ご
と
を
口

に
す
る
言
葉
。
こ
ち
ら
は
逆
に
使
っ
て

し
ま
う
と
ど
ん
ど
ん
不
幸
な
こ
と
、
良

く
な
い
こ
と
を
引
き
寄
せ
ま
す
し
、
他

の
人
に
す
ぐ
に
伝
染
し
ま
す
。
お
分
か

り
の
通
り
、
誰
か
の
そ
う
い
う
言
葉
は

誰
し
も
聞
き
た
く
な
い
で
す
よ
ね
。

も
し
、
地
獄
言
葉
を
聞
い
た
り
、
つ

い
う
っ
か
り
自
分
で
口
に
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
天
国
言
葉
で
打
ち
消
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
「
疲
れ
た
～･･

、

っ
て
言
え
る
く
ら
い
今
日
は
よ
く
頑
張

っ
た
、
満
足
、
幸
せ
、
あ
り
が
と
う
！
」

書
籍
の
内
容
に
大
変
な
衝
撃
を
受
け
、

半
年
に
３
度
も
講
演
を
聴
き
に
も
出
か

け
た
り
、
お
会
い
し
た
り
し
ま
し
た
。

彼
女
の
伝
え
る
大
切
な
思
い
、『
陽
転

思
考
』
と
は
、
プ
ラ
ス
思
考
と
は
異
な

る
考
え
方
。
人
生
に
は
良
い
こ
と
悪
い

こ
と
、
い
ろ
ん
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
事
実
は
泣
い
て
も
笑

っ
て
も
同
じ
事
実
。
つ
ま
り
、
事
実
は

ひ
と
つ
、
考
え
方
は
二
つ
あ
る
。
起
き

た
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
そ
の
事
実
に
は

必
ず
何
か
の
「
光
」
が
潜
ん
で
い
る
。

そ
の
「
よ
か
っ
た
」
を
探
す
能
力
、

そ

れ
を
見
つ
け
や
す
い
思
考
パ
タ
ー
ン
が

「
陽
転
思
考
」
で
す
。
身
に
つ
く
と
、

早
く
立
ち
直
り
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
ワ

ク
ワ
ク
向
き
合
え
る
自
分
に
な
り
、
自

信
も
つ
い
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
和
田
さ
ん
の
ご
著
書
「
一
言

変
え
る
だ
け
で
！
も
っ
と
人
に
好
か
れ

る
話
し
方
」
の
冒
頭
で
言
葉
に
つ
い
て

の
同
じ
よ
う
な
お
話
が
あ
る
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
た
い
て
い
の
人
は
毎
日
、
誰
か
と

話
を
し
ま
す
。
も
し
く
は
誰
か
と
メ
ー

ル
を
し
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
私
た
ち
は
、

い
つ
で
も
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
言

葉
を
使
う
の
は
、
人
と
の
関
わ
り
の
た

め
で
す
。
感
情
や
情
報
を
誰
か
に
伝
え

る
た
め
で
す
。

私
は
今
ま
で
生
き
て
き
て
随
分
と
言

葉
に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
元
気

に
な
れ
る
言
葉
を
も
ら
っ
て
、
明
日
を

信
じ
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
言
葉
は
あ
た
た
か
く
て
大
き
く
て
、

真
綿
の
よ
う
に
包
み
込
ん
で
く
れ
る
優

し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
ん
な
言

葉
を
受
け
て
、
と
て
も
幸
せ
に
な
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
同
じ
言
葉
が
あ
っ
て
も
、

心
に
突
き
刺
さ
る
ナ
イ
フ
み
た
い
な
言

葉
も
あ
り
ま
す
。
冷
た
い
冬
の
雨
み
た

い
な
凍
え
る
言
葉
も
あ
る
の
で
す
。
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
言
わ
れ
る
中
傷
、
心

の
こ
も
っ
て
い
な
い
お
礼
、
そ
っ
け
な

い
返
事
。
私
は
そ
ん
な
言
葉
を
受
け
て
、

と
て
も
深
く
傷
つ
き
ま
し
た
。

年
程
前
に
、
斎
藤
一
人
さ
ん
の
書
籍
に
出
会
い
、
以
来
そ
こ

10
に
書
い
て
あ
っ
た
『
天
国
言
葉
』
が
「
好
き
な
言
葉
」
と
な
り
、

そ
の
考
え
方
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
一
人
さ
ん
の
成
功
法
則
に

つ
い
て
語
っ
た
数
々
の
著
書
に
は
素
晴
ら
し
い
教
え
・
学
び
が
満

載
で
す
。
書
籍
や
人
と
の
出
会
い
で
、
ま
さ
に
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
き
た
と
い
え
る
自
分
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

言
葉
は
、
そ
の
使
い
方
と
使
う
人
に

よ
っ
て
、
相
手
に
勇
気
や
希
望
を
与
え

る
光
に
も
な
れ
ば
、
相
手
を
打
ち
の
め

す
凶
器
に
も
な
る
の
で
す
。
ど
う
せ
言

葉
を
使
う
な
ら
ば
、
相
手
を
幸
せ
に
す

る
言
葉
を
使
い
た
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

相
手
が
幸
せ
に
な
っ
て
く
れ
る
ほ
う
が
、

私
は
嬉
し
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

毎
日
、
私
た
ち
は
言
葉
を
使
い
ま
す
。

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
あ
る
人
が
人
を

幸
せ
に
す
る
た
め
に
。

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
あ
る
人
が
人
を

不
幸
に
す
る
た
め
に
。

あ
な
た
は
ど
っ
ち
で
す
か
？

～

※
こ
の
言
葉
は
旅
先
で
出
会
っ
た
素
敵
な

言
葉
に
一
行
付
け
足
し
て
書
き
ま
し
た

一
人
さ
ん
の
「
天
国
言
葉
」
の
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

意
味
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。（
冒
頭
右

上
の
書
の
最
後
の
一
行
は
、
自
分
の
言

葉
で
す
）
自
分
は
特
に
「
ゆ
る
し
ま
す
」

の
言
葉
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

誰
か
の
喜
び
に
な
る
こ
と
へ
行
動
す
る

こ
と
が
、
結
果
的
に
自
分
に
返
っ
て
き

て
自
分
の
喜
び
に
繋
が
り
、
日
々
の
行

動
の
な
か
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
「
誰
か
の
た
め
に
」
の

前
に
ま
ず
、「
自
分
」
が
し
っ
か
り
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
ゆ

る
し
ま
す
」
の
意
味
は
、
誰
か
人
の
こ
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と
を
責
め
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
自
分

を
責
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
何
よ
り
ま
ず
、
決
し
て
責

め
る
こ
と
な
ど
な
く
、
自
分
を
信
じ
て

自
分
を
愛
し
、
好
き
に
な
る
こ
と
で
自

信
も
生
ま
れ
ま
す
。
そ
ん
な
大
好
き
な

自
分
か
ら
生
ま
れ
る
温
か
い
言
葉
達
こ

そ
が
、
人
の
心
に
深
く
届
き
、
幸
せ
な

繋
が
り
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
ふ
う
に
天
国
言
葉
を
ぜ
ひ
、

自
分
に
対
し
て
毎
日
習
慣
と
し
て
送
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
、
幸
せ
感

覚
の
扉
が
ど
ん
ど
ん
開
い
て
き
ま
す
。

最
後
に
大
切
な
こ
と
。
ど
ん
な
と
き

も
天
国
言
葉
は
必
ず
「
笑
顔
」
で
ね
！

月

日
、
ご
案
内
し
た
「
日
本
人
の
生

4

28

き
方
」
と
い
う
著
名
な
３
人
の
講
師
の
方
（
池

間
哲
郎
・
白
駒
妃
登
美
・
小
田
島
裕
一
・
敬

称
略
）
の
感
動
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
講

演
を
聴
き
ま
し
た
。
以
前
２
月
号
で
ご
紹
介

し
た
「
博
多
の
歴
女
」
こ
と
白
駒
妃
登
美
さ

ん
と
も
お
会
い
で
き
、
講
演
後
も
た
く
さ
ん

お
話
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
関
ヶ
原
の
合
戦
」
の
真
実
の
お
話
の
時
、

大
震
災
の
起
き
た
一
昨
年
の
秋
に
、
「
関
ヶ

原
古
戦
場
」
を
参
っ
た
際
、
丘
の
上
か
ら
見

渡
し
た
あ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
グ
ッ
と
浮
か

ん
で
き
て
、
何
か
と
繋
が
っ
た
か
の
よ
う
に

涙
が
溢
れ
て
き
て
、
そ
の
後
止
ま
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
と
て
も
不
思
議
な
体
験
で
し
た
。

困
っ
た
と
き
に
歴
史
上
の
人
物
に
助
け
て

も
ら
っ
て
き
た
と
い
う
白
駒
さ
ん
。
３
年
前
、

ガ
ン
で
余
命
宣
告
を
受
け
た
際
、
大
好
き
な

正
岡
子
規
の
生
き
方
に
学
び
、
「
過
去
も
未

来
も
手
放
し
て
、
い
ま
こ
こ
全
力
投
球
し
、

天
命
に
運
ば
れ
て
生
き
て
い
く
」
と
い
う
「
日

本
人
の
生
き
方
」
に
思
い
を
変
え
た
ら
ガ
ン

が
全
部
消
え
た
と
い
い
ま
す
。
本
当
に
素
敵

な
方
で
し
た
。
新
刊
著
書
は
こ
ち
ら
↓
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拙著『鏡の法則』の中で主人公の栄子は、

夫に感謝こそはしているつもりであったが、

自分が夫を尊敬できていないということに気

づきます。 夫を見下していた自分に気づいた

のです。その気づきがきっかけとなって、さ

らに父親との関係を見直すことになるのです

が……その話はここまでにして、 今回は、尊

敬するということについて考えてみたいと思

います。

安岡正篤先生が、次のように述べておられ

ます。「人間が人間たる意義を求めるならば、

まず敬する心を持つことである」（『安岡正篤

一日一言』より）

周りの人をどれだけ尊敬することができる

か、この「尊敬する能力」こそ、人間的な生

き方の根本をなすものだということですね。

自らの人間的な成長・成熟をはかるうえで

は、「人からどれだけ尊敬されるようになった

か」よりも「身近な人をどれだけ尊敬できる

ようになったか」のほうがより正確なバロメ

ーターになります。

結果で人を見る風潮が蔓延する現代におい

ては、それなりの結果を出せばそれなりに尊

敬されます。 つまり「人から尊敬される度

合い」は、必ずしも自らの人間的な成長・成

熟の度合いと正比例するわけではありませ

ん。しかし、「人を尊敬する力」を高めるた

めには、自らの人間的な成長・成熟が必須と

なります。

特に家族などの身近な人に対して、心の目

で相手の本質を見つめ、相手の美点を見出し、

相手を心から尊敬することは、自らの人間的

成長・成熟によってのみ開発されうる能力な

のです。そして、この能力を開発するには、

自尊心（自分を受け入れ、自分を愛する心）

を育むことが鍵を握ります。

おたがい自尊心を育み、さらに身近な人に

対する尊敬心を高めていきたいものですね。

そうなると、尊敬する人たちに囲まれて生き

ることになりますから、人生がまさに楽園に

なりますね（^^

（作家・野口嘉則）

～「人を尊敬する力」～飲食店接客業アルバイトだけど今日来たお客さんで

40代くらいのご夫婦がいた。とにかく旦那さんがニコ

ニコして楽しそうに奥さんに話しかけてる。料理のメ

ニューを一個一個読み上げながら、その度感想を言っ

ててとにかく楽しそうで見てるこっちも自然と笑顔に。

奥さんも旦那さんの感想をうん。うん。と聞きなが

らニコニコしてたけど、なんか変な感じなんだよね。

表情が堅いっていうか…。で、オーダーが入って料理

をその夫婦の席に運びに行った時にその違和感がなん

だったのか気づいた。奥さんは声が聞こえたら、その

方向に顔を向けるから気づかなかったけど目が見えて

ない人だった。だから料理が来る度、旦那さんが 「来

たよ！彩りが凄くキレイ！○○(奥さんの名前)が好き

な人参も入ってるよ！」 とか説明をしながら料理を奥

さんが食べやすいように切り分けて、お箸を持った手

を料理まで誘導させてた。

ドリンクもお酒をいくらか飲まれてたんだけど一つひ

とつどんな味か説明しながら、奥さんの手をコップま

で誘導させてた。２人ともお帰りになられる時まで凄

く楽しそうに話してらしたから周りが思うほど奥さん

の障害が隔たりになることは無いんだろうけど旦那さ

んの健気な気遣いとか本当に楽しそうに奥さんに話し

てらっしゃる姿に泣きそうになった。私も片方が障害

を持っても変わらず愛し合えるような、あんな夫婦に

なりたい。 （吉永圭佑「１分で感動」より）

「夢に向って邁進する人たちが持つ特性」

大きなことを夢見よう！

決して途中であきらめてはいけない。

あなたを成功へと駆り立てるような習慣を育てるのだ。

スティーブン・スピルバーグ

映画監督として世界で最も大きな成功を収めた、ステ

ィーブン・スピルバーグは少年の頃から映画監督になる

ことを夢見ていた。

彼は17才の時にある行動に出た。それは、映画制作の

現場を見学するツアーへの参加だった。しかし、そこで

は実際のスタジオの制作現場を見ることができなかっ

た。そして、彼はさらにある行動に出た。彼はツアーを

抜け出し、スタジオを探し、現場に入っていった。そし

て、さらに彼は映画の編集者と話しをした。彼はその編

集者に自分の夢を語った。すると、その編集者は「君の

作品をぜひ、見せて欲しい」と答えた。

スティーブン・スピルバーグの夢を叶える行動の素晴

らしさは実はここからです！

彼は翌日、スーツを着て、いかにも映画監督であるか

のような振る舞いで、スタジオに入り、使用されていな

いトレーラーを見つけて、「スティーブン・スピルバー

グ監督」という名札をそこに貼りだしたのです。彼はス

タジオの常連となり、脚本家や編集者や資金提供者たち

と親しくなり、3年後、自分の作品の契約を映画会社と

結びました。

（是久昌信「情熱思考メルマガ」より）

マサと呼ばれている男の子がいた。マサは

右足が不自由でいつも足を引いていた。だけ

ど体育の授業にもサッカーの練習にも参加す

るがんばり屋である。

運動会が近づき、クラス対抗リレーの練習

が始まった。そんなある日、マサがしょんぼ

りして職員室にきて担任の太田先生に「僕、

クラス対応リレーには出ません」と言う。黙

っているマサを説得して、理由を聞き出すと、

マサはクラスの一部の子達が「マサがいる限

り僕らのクラスは一等になれっこない」と話

しているのを偶然に聞いてしまった。そこで

先生に「僕はやめる。僕が走ると負けるから」

と言いに来たのだった。

翌朝、太田先生はクラスのみんなにマサが

リレーに出ないと言っていることと、その理

由を説明し、最後に「リレーはみんなが力を

合わせることが素晴らしいんだよ。大切な友

達を、傷つけて、優勝したって何がうれしい

の」と、問いかけた。

すると一人の男の子が立ち上がって、こう

叫んだのだ。「マサ走れよ。クラスのみんな

が一人一秒ずつ速く走れば、３８人で３８秒

速く走れる。そうしたら勝てるぞ」

その日から子どもたちは、それは、必死に

なって、スタートからバトンタッチの練習を

する。

そして、運動会の当日、マサは歯を食いしば

って、自分の距離を走り抜いた。クラスのみ

んなも、マサに一秒をプレゼントするために

必死で走る。よそのクラスは転ぶ子がいたり、

バトンを落とすミスも出て、なんとマサのク

ラスに優勝が転がりこんだ。

太田先生は涙の向こうの子ども達の笑顔

が、まぶしくて仕方がなかった。

（「ありがとうを伝えたい」～もう一度人を

信じたくなる６０の話 芸術生活社編集部 ）

仲間を信じて一致団結、ものすごい力を生み

出した子どもたち。素晴らしいですね！

～「１人１秒のプレゼント」～

2013年4月26日、平塚市役所にて、落合市長宛て「小学生学年別漢字ポスター」の寄贈式

を執り行っていただき、目録寄贈後、感謝状をいただきました。市内28の小学校全児童数

13815名分を各小学校へお届けいたしました。ご自宅でご活用いただけると有り難いです。

に向かって叫んだ。「いじめはやめろっ！」

いじめのターゲットが女の子から大輔に移っ

た。「お前のアザを消してやる」と、いじめっ子

らは真冬に校庭の水道を全開にして大輔の頭をつ

かまえ、蛇口の下に入れた。上半身ずぶ濡れにな

って帰宅した。母親から「どうしたの？」と聞か

れても、「なんでもない」としか答えなかった。

親に話して、先生に伝わったら、もっといじめら

れるとわかっていた。

ある日の放課後、教室で数人に押さえつけられ、

ズボンとパンツを脱がされた。下半身裸のまま、

教室の床に正座した。誰かが、「前を隠しても後

ろから見えるぞ」とはやし立てた。その時、一人

の女の子が 羽織っていたカーディガンを脱ぎ、

他の数人の女の子のカーディガンも集めて袖のと

ころを結び、「これで隠しな！」と言って、大輔

に放った。大輔はそれで腰を隠し、立ち上がった。

大輔は最初、祖母に笑いながら話していた。

だが、祖母がポロポロ涙を流しながら聞いてい

ることに気づいて、途中から涙声になり、「あの

女の子のことを僕は一生忘れない」と語り終えた

とき、声を上げて泣いた。

祖母は、どうしたらいいのかわからなかった。

考えて、考えて、考えて、出てきた言葉は、遠い

昔、いじめられて泣きながら帰ってきた大輔を膝

の上に乗せて、繰り返し繰り返し、ささやいた言

葉だった。

「ばあちゃんはな、大輔のことが大、大、大、

だーい好きだよ。お前の鼻も耳も目も頭も赤いア

ザも みんな大、大、大、だーい好きだ。ばあちゃ

んはいつだってここにいる。つらかったらいつで

もここに逃げといで。ここはお前の心の居場所だ。

だからたった一つしかないものを無駄にするなよ」

数年後、大輔は小学校の教師になった。「僕のよ

うに心に傷を負った人間が学校に必要だと思う。」

そう祖母に話したという。

いじめを苦にして自殺するんじゃないんだ。分か

ってくれる人が誰もいないことが苦しくて自殺す

るんじゃないか・・・・!?

子どもの「心」に 寄り添える大人にならなくては。

できることはある。

☆「日本一心を揺るがす新聞」といわれる

「みやざき中央新聞」2012/11/5号：社説より

◎ web でも講読可→ http://miya-chu.jp/

大輔には顔に大きな赤いアザがあった。幼かっ

た頃、そのアザが原因で いじめられて泣いて帰っ

てくると、祖母は大輔を膝に乗せて優しくこうさ

さやいた。「ばあちゃんはな、大輔が、大、大、大、

だーい好きだよ。大輔の鼻も耳も目も頭も赤いア

ザも、みんな大、大、大、だーい好きだよ」って。

中学２年の大輔は、年末年始を祖母と一緒に過

ごした。そのうち自分の家に帰るものだと思って

いた。だが、冬休みが終わっても大輔は居座った。

学校に行く意欲がないように思えた。祖母は直感

で、「いじめにあっているのでは」と思ったが、学

校に行かない理由は聞かなかった。一緒にご飯を

食べ、時には一緒に料理を作った。大輔の両親か

らは毎日のように「なにやってるんだ？」という

電話が掛かってきた。祖母は、「長い人生、少しぐ

らい回り道したっていいのよ」と軽くかわした。

ある日、大輔は学校のことを祖母に話しはじめ

た。やっぱり、いじめられていた。それはこんな

ことだった。大輔のクラスで一人の女の子がいじ

められていた。それをいつも見ていた大輔は、か

つて小学校の頃、自分も顔のアザのことでいじめ

られていた という古傷がうずきだし、いじめっ子

感動サプリ 【大好きだよって言ってますか】


